
 

１．ビオガーデンの現状は？ 

ビオガーデンとは、「ビオトープ（生き物の住む場所）」＋「ガー

デン」の造語です。ビオガーデンの代名詞になっている「バタフラ

イガーデン」は、主に蝶（チョウチョ）を楽しむ庭である。日本で

は、今から 25 年ほど前にブームとなり、全国で作られ始めた。し

かし、ビオガーデンといえばバタフライガーデンというほど有名な

わりには、一般に普及していない。大阪近郊の公共の場所でのバタ

フライガーデンの現状は、図―1 の通りである。バタフライガーデ

ンがあまり作られ（普及し）ていない理由として、①チョウを楽しむマニアックな庭で

ある ②維持管理が難しい（管理に専門性が必要）③庭として美しくない（美しい時期が限られる） 事が考え

られる。 

２．新しいビオガーデン（ハニービーガーデン）を作る 

園芸デザイン部では、ミツバチが利用する植物を使用した庭、『ビオガーデン』作りに取り組んでいます。こ

れはバタフライガーデンの問題点を改良した庭である。特徴として次の 3 点が上げられる。、 

①  管理が簡単なビオガーデン：ガーデニングが好きなら OK。ナチュラルガーデン的な庭で管理が簡単なガ

ーデンで、ミツバチをはじめ多くの種類のハナバチやチョウチョがやってくる。 

② 花が咲き続ける庭：宿根草を中心に、一年草や花木を組み合わせることで、花を長い期間楽しむことが

できる美しい庭。 

③ 花以外も楽しめる庭：ハーブ類や小果樹を組み合わせることで、庭で育てた植物でジャムやハーブティ

ーを作れる。 

３．実 施 ハニービーガーデンの制作 

 5 種類にモデルガーデンを制作した。2 例を紹介する。 

① 赤系の植物を使ったハニービーガーデンガーデン（各種トウ

ガラシ・高生アゲラタム・サルビア・フジバカマを使用） 

②青系の植物を使ったのハニービーガーデンガーデン（アゲラタ

ム・シナモンバジル・セージ（ビックブルー）を使用） 

 

①のガーデンに植栽されているフジ

バカマ（園芸種 ユーパトリウム・

チョコレート）にアサギマダラが訪

花した(2021.10.25)。 

 

４．ハニービーガーデンの普及へ 

ハニービーガーデンはバタフライガーデンの短所を改善した新

しいビオガーデンである。多くの生き物が訪れる、小さくても自 

然を感じることが出来るこの庭を、池田（家庭の庭）の地から、日本中に普及させていきたい。 
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